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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持体とその上にある１つ以上のコーティング層とを含むインクジェット記録媒体であ
って、少なくとも１つのコーティング層が、
　ａ）式
【化１】

（式中、Ｌ＋は、式
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【化２】

の基であり、
Ｌ－は、式

【化３】

の基であり、
Ｚ－は、－ＣＯ２

－、－ＳＯ３
－、

【化４】

であり、
Ｚ＋は、－Ｎ＋Ｒ５Ｒ６Ｒ７であり、
Ｒ１およびＲ８は、独立して水素またはメチルであり、
Ｗ＋は、－Ｓ＋Ｒ３－または－Ｎ＋Ｒ２Ｒ３－であり、
Ｗ－は、
【化５】

であり、
Ｙ１およびＹ２は、独立して－Ｏ－または－ＮＲ２から選ばれ、
Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７は、独立して水素および炭素数１～４の直鎖ま
たは分枝鎖アルキルから選ばれ、
ｍは２または３であり、そして
ｎは１～５である）
で示される、両性イオン性単量体類からなる群より選ばれる少なくとも１種の単量体に由
来する９９．９～０．１重量％の単量体単位と、
ｂ）０．１～２５重量％のＮ－メチロールアクリルアミド単量体と、
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ｃ）少なくとも１種の更なるエチレン性不飽和単量体に由来する０～９９．８重量％の単
量体単位
と、を含むアクリルアミド／両性イオン性共重合体またはコオリゴマーを含む、インクジ
ェット記録媒体。
【請求項２】
　両性イオン性単量体が、式
【化６】

で示される、請求項１記載の記録媒体。
【請求項３】
　両性イオン性単量体が、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アクリロイルオキシエチル－Ｎ－（３－スルホプロピル）－アン
モニウムベタイン、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アクリロイルオキシエチル－Ｎ－（２－カルボキシメチル）－ア
ンモニウムベタイン、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アクリルアミドプロピル－Ｎ－（３－スルホプロピル）－アンモ
ニウムベタイン、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アクリルアミドプロピル－Ｎ－（２－カルボキシメチル）－アン
モニウムベタイン、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－メタクリロイルオキシエチル－Ｎ－（３－スルホプロピル）－ア
ンモニウムベタイン、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－メタクリルアミドプロピル－Ｎ－（３－スルホプロピル）－アン
モニウムベタイン、
２－（メチルチオ）エチルメタクリロイル－Ｓ－（スルホプロピル）－スルホニウムベタ
イン、
２－[（２－アクリロイルエチル）ジメチルアンモニオ]エチル２－メチルホスフェート、
２－（アクリロイルオキシエチル）－２’（トリメチルアンモニウム）エチルホスフェー
ト、
[（２－アクリルオキシエチル）ジメチルアンモニオ]メチルホスホン酸、
２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリン（ＭＰＣ）、
２－[（３－アクリルアミドプロピル）ジメチルアンモニオ]エチル２’－イソプロピルホ
スフェート（ＡＡＰＩ）、
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１－ビニル－３－（３－スルホプロピル）イミダゾリウムヒドロキシド、
（２－アクリルオキシエチル）カルボキシメチルメチルスルホニウムクロリド、
１－（３－スルホプロピル）－２－ビニルピリジニウムベタイン、
Ｎ－（４－スルホブチル）－Ｎ－メチル－Ｎ，Ｎ－ジアリルアミンアンモニウムベタイン
（ＭＤＡＢＳ）、および
Ｎ，Ｎ－ジアリル－Ｎ－メチル－Ｎ－（２－スルホエチル）アンモニウムベタイン
からなる群より選ばれる、請求項２記載の記録媒体。
【請求項４】
　両性イオン性単量体が、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アクリロイルオキシエチル－Ｎ－（３－スルホプロピル）アンモ
ニウムベタイン、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アクリルアミドプロピル－Ｎ－（２－カルボキシメチル）アンモ
ニウムベタイン、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－メタクリロイルオキシエチル－Ｎ－（３－スルホプロピル）アン
モニウムベタイン、および
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－メタクリルアミドプロピル－Ｎ－（３－スルホプロピル）アンモ
ニウムベタイン、
からなる群より選ばれる、請求項３記載の記録媒体。
【請求項５】
　アクリルアミド／両性イオン性共重合体またはコオリゴマーが、Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ
－メタクリルアミドプロピル－Ｎ－（３－スルホプロピル）アンモニウムベタイン、およ
びＮ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－メタクリロイルオキシエチル－Ｎ－（３－スルホプロピル）ア
ンモニウムベタインからなる群より選ばれる少なくとも１種の両性イオン性単量体に由来
する単量体単位を含む、請求項４記載の記録媒体。
【請求項６】
　メタクリルアミド、Ｎ－メチルアクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルア
ミド、Ｎ－イソプロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ビニルホルムアミド、Ｎ－ビニル
アセトアミド、Ｎ－ビニル－Ｎ－メチルアセトアミド、Ｎ－ビニル－２－ピロリドン、ビ
ニルメチルスルホン、酢酸ビニル、ジアセトンアクリルアミド、メチルメタクリレートの
ようなアクリレート、アクリル酸、アミノアクリレート、アミノメタクリレート、ステア
リルエトキシ（２０）メタクリレート、ステアリルエトキシ（１０）アリルエーテル、ポ
リ（エチレングリコール）（メタ）アクリレート、またはポリ（エチレングリコール）モ
ノメチルエーテルモノ（メタ）アクリレートからなる群より選ばれる少なくとも１種の更
なるエチレン性不飽和単量体に由来する単量体単位を含む、請求項１～５のいずれか１項
記載の記録媒体。
【請求項７】
　アクリルアミド／両性イオン性共重合体またはコオリゴマーが、Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ
－メタクリルアミドプロピル－Ｎ－（３－スルホプロピル）－アンモニウムベタイン、お
よびＮ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－メタクリロイルオキシエチル－Ｎ－（３－スルホプロピル）
アンモニウムベタインからなる群より選ばれる少なくとも１種の両性イオン性単量体に由
来する単量体単位を含み、そして更なるエチレン性不飽和単量体がポリ（エチレングリコ
ール）モノメチルエーテルモノ（メタ）アクリレートである、請求項１～６のいずれか１
項記載の記録媒体。
【請求項８】
　支持体の上に直接あるコーティングを含み、該コーティングがアクリルアミド／両性イ
オン性共重合体またはコオリゴマーを含む、請求項１記載の記録媒体。
【請求項９】
　支持体と、
　少なくとも１つのインクジェットインク受理性層と、
　場合により、保護被膜層と
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を含み、しかも、
　該インクジェットインク受理性層の１つもしくは１つよりも多くがアクリルアミド／両
性イオン性共重合体もしくはコオリゴマーを含み；または該保護被膜層がアクリルアミド
／両性イオン性共重合体もしくはコオリゴマーを含み；または該インクジェットインク受
理性層および該保護被膜層の両方の層がアクリルアミド／両性イオン性共重合体もしくは
コオリゴマーを含む、請求項１記載の記録媒体。
【請求項１０】
　支持体と１つまたは複数のインク受理性層との間にバリヤ層を更に含む、請求項９記載
の記録媒体。
【請求項１１】
　前記支持体が、セルロースエステル、酢酸セルロース、ポリエステル、ポリスチレン、
ポリエチレン、ポリ（酢酸ビニル）、ポリプロピレン、ポリカーボネート、ポリメタクリ
ル酸ならびにメチルおよびエチルエステル、ナイロンのようなポリアミド、ポリ（エチレ
ンテレフタレート）（ＰＥＴ）のようなポリエステル、ポリイミド、ポリエーテル、ポリ
塩化ビニル、またはポリスルホンアミドを含む、請求項１記載の記録媒体。
【請求項１２】
　ナノ多孔質または微孔質コーティング層を含む請求項１記載の記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インクジェット記録媒体、特に、ヒドロキ官能性単量体またはエーテル化ヒ
ドロキシ官能性単量体に由来する単量体単位を含む所定の両性イオン性共重合体またはコ
オリゴマーを含むインクジェットコーティング層に関する。
【０００２】
　インクジェット印刷技術は、例えば、プレゼンテーション（透明画）、グラフィックア
ート、機械製図およびホームオフィイスの用途において使用されている。これらの用途に
使用されるインクジェット記録媒体の性能要件としては、効率的なインク吸収、速乾性、
良好な色彩堅牢度、高い解像度、データの保存性（archivability）およびカール性能が
挙げられる。
【０００３】
　インクジェット画像を受ける個々の層は、インクジェット媒体またはインクジェット受
像体と称される。インクジェット媒体は、単にセルロース繊維紙から、またはインクが繊
維と繊維との間の空間に吸収されうるようにするためにセルロース繊維および充填剤から
なることができる。
【０００４】
　また、インクジェット記録媒体は、例えば、紙（支持体）と、１つまたは複数のインク
受理性層またはインク吸収性層と、場合により保護被膜層とからなる塗被タイプのもので
あってもよい。インク受理性層は、インクを受ける層または画像を乾燥する層である。典
型的には、下部層に物理的な保護を提供するために、または画像を保護するために薄い保
護被膜層が使用される。保護層は、粘着力を低下させ、光沢のある外観を提供し、そして
他の層と同様に、インクの特定成分に対してキャリヤとして働くことができるインク受理
性表面を提供することができる。また、典型的には、紙支持体と１つまたは複数のインク
受理性層との間にバリヤ層も用いられる。
【０００５】
　インクジェット記録媒体の成分として、ある種の重合体または重合体のブレンドを使用
しようとする試みがなされてきた。一般的には、インク吸収と乾燥時間と画像耐久性との
適当なバランスを見つけるためにブレンドが使用されている。
【０００６】
　米国特許４５０３１１１には、ポリビニルピロリドンと、ゼラチンおよびポリビニルア
ルコールから選ばれるマトリックス形成性親水性重合体とを含むコーティングである記録
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媒体が教示されている。
【０００７】
　米国特許４，５７５，４６５には、ビニルピリジン／ビニルベンジル四級塩共重合体と
、ゼラチン、ポリビニルアルコールおよびヒドロキシプロピルセルロールから選ばれる親
水性重合体とを含む層を担持する透明な支持体を含むインクジェット透明画が開示されて
いる。
【０００８】
　米国特許４，９３５，３０７には、（ａ）少なくとも１種の水吸収性の親水性重合体物
質と、（ｂ）酸官能基を組み入れた少なくとも１種の疎水性重合体物質と、（ｃ）少なく
とも１種のポリエチレングリコールとを含むインク受理性層が開示されている。
【０００９】
　米国特許５，２０６，０７１には、支持体と、ヒドロゲル錯体および重合体の高分子量
四級アンモニウム塩を含む水不溶性で、水吸収性で、インク受理性のマトリックス層とを
含むインクジェットフィルム複合体が教示されている。
【００１０】
　米国特許６，０９６，８２６には、ピペリドン変性ポリ（ビニルアルコール）をインク
ジェット紙のコーティング用途で使用することが教示されている。
【００１１】
　米国特許６，１２７，０３７には、親水性で水不溶性の重合体または共重合体に加えて
、ポリアルキルまたはポリフェニルオキサゾリン重合体を含むインクジェット記録媒体層
が教示されている。
【００１２】
　ＷＯ００３７２５９には、支持体と、インク受理性層と、親水性成分および疎水性成分
の両方を含有する重合体、または２種以上のかような重合体の混合物を含む上層とを含む
インクジェット媒体が教示されている。
【００１３】
　ＥＰ０８６９０１０には、第一または第二アミノ基、およびビニルエステル由来のヒド
ロキシ基を含有する少なくとも１種の共重合体を含む、インクジェット媒体中のインク受
理性層が開示されている。ヒドロキシ含有基に至る単量体は、プロピオン酸ビニルのよう
なビニルエステルである。アミノ含有基に至る単量体はビニルアミドである。
【００１４】
　ＷＯ０３／０３７６４１には、両性イオン性重合体またはオリゴマーを含むインクジェ
ット媒体が教示されている。
【００１５】
　両性イオン性単量体およびヒドロキシ官能性単量体またはエーテル化ヒドロキシ官能性
単量体に由来する単量体単位を含むある種の両性イオン性共重合体またはコオリゴマーは
、インクジェット媒体に組み込んだときに優れたインクジェト媒体を提供することを見出
した。インクジェット媒体は、インクジェットインクを受け入れると、速い乾燥時間、優
れた画像品質、低いグリコール汚れ度、低い色の融合、および優れた耐光堅牢度を供する
。
【００１６】
　本発明は、支持体とその上にある１つ以上のコーティング層とを含むインクジェット記
録媒体であって、少なくとも１つのコーティング層が、両性イオン性単量体類からなる群
より選ばれる少なくとも１種の単量体と、ヒドロキシ官能性単量体およびエーテル化ヒド
ロキシ官能性単量体からなる群より選ばれる少なくとも１種の単量体とに由来する単量体
単位を含む両性イオン性共重合体またはコオリゴマーを含むインクジェット記録媒体に関
する。
【００１７】
　この発明の目的から、用語「インクジェット媒体」または「インクジェット記録媒体」
は、インクジェットインクを受ける構成物全体を指し、あるいは同様に、また、構成物全
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体の任意の個々の層または個々の層の組み合わせも指す。また、これらの用語は、これら
の構成物をインクジェットインクで印刷した後のもの、すなわち、インクジェットインク
を更に含むものも指す。
【００１８】
　用語「インク受理性層」は、インクを受ける層または画像形成層を意味する。インク受
理性層は、インクの吸収を意図したスポンジ層と考えることができる。
【００１９】
　用語「保護コーティング層」は、先に概略したような特定の特性を提供するのに用いる
ことができるインクジェット媒体のトップコーティング層またはオーバーコート層を意味
する。保護コーティング層は、典型的にはインク受理性層と比較して薄い。保護コーティ
ング層は最外層であり、そしてインクの浸透を許容しなければならず、または後続の積層
工程で適用することができる。
【００２０】
　用語「支持体」は、インクジェット媒体のベース基材、例えば、紙それ自体を指す。本
発明の支持体は、天然に産する物質であり、または合成物質である。
【００２１】
　用語「に由来する単量体単位」は、出発単量体が最終共重合体またはコオリゴマー中に
反応され、かくしてその一部分になっていることを意味する。各個々の反応した単量体分
子は、共重合体またはコオリゴマーの一部分であるときに、“単量体単位”である。
【００２２】
　両性イオン性重合体および共重合体は、例えば、米国特許６，３１３，２４６、ならび
に２００１年１１月２日、２００１年１１月２９日および２００２年８月２８日にそれぞ
れ出願された米国特許出願６０／３３６２８０、６０／３３８５３８および６０／４０６
４４１に開示されている。これらの引用例の関連する開示を、本明細書中に援用する。本
発明の両性イオン性共重合体およびコオリゴマーは類似しており、更に、少なくとも１種
のヒドロキシ官能性単量体または少なくとも１種のエーテル化ヒドロキシ官能性単量体に
由来する単量体単位を必要とする。
【００２３】
　本発明の両性イオン性共重合体またはコオリゴマーは、例えば、両性イオン性単量体類
からなる群より選ばれる少なくとも１種の単量体に由来する９９．９～０．１重量％の単
量体単位と、ヒドロキシ官能性単量体およびエーテル化ヒドロキシ単量体からなる群より
選ばれる少なくとも１種の単量体に由来する０．１～２５重量％の単量体単位と、少なく
とも１種の更なるエチレン性不飽和単量体に由来する０～９９．８重量％の単量体単位と
を含む。
【００２４】
　例えば、本発明の両性イオン性共重合体またはコオリゴマーは、ヒドロキシ官能性単量
体およびエーテル化ヒドロキシ官能性単量体からなる群より選ばれる少なくとも１種の単
量体に由来する約０．１～約１０重量％の単量体単位を含む。例えば、本発明の両性イオ
ン性共重合体またはコオリゴマーは、ヒドロキシ官能性単量体およびエーテル化ヒドロキ
シ官能性単量体からなる群より選ばれる少なくとも１種の単量体に由来する、約１～約５
重量％、例えば約２～約５重量％、または約２．５重量％の単量体単位を含む。
【００２５】
　単量体単位の重量％は、重合体の重量に基づく。すなわち、それは、乳化重合体の他の
成分、例えば、界面活性剤、開始剤、溶媒、殺生剤などを含まない。
【００２６】
　本発明の両性イオン性共重合体またはコオリゴマーは、両性イオン性単量体類からなる
群より選ばれる１種または１種よりも多くの単量体に由来する単量体単位を含む。共重合
体またはコオリゴマーは、ヒドロキシ官能性単量体およびエーテル化ヒドロキシ官能性単
量体からなる群より選ばれる１種または１種よりも多くの単量体に由来する単量体単位を
含む。当該共重合体またはコオリゴマーは、場合により１種または１種よりも多くの更な
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るエチレン性不飽和単量体に由来する単量体単位を含む。
【００２７】
　本発明に従う単量体は、重合可能なアリル性、ビニル性またはアクリル性化合物である
。すなわち、それらはエチレン性不飽和である。
【００２８】
　本発明の両性イオン性単量体は、例えば、式：
【００２９】
【化７】

【００３０】
（式中、Ｌ＋は、式：
【００３１】

【化８】

【００３２】
の基であり、
Ｌ－は、式：
【００３３】

【化９】

【００３４】
の基であり、
Ｚ－は、－ＣＯ２

－、－ＳＯ３
－、

【００３５】
【化１０】

【００３６】
であり、
Ｚ＋は、－Ｎ＋Ｒ５Ｒ６Ｒ７であり、
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Ｒ１およびＲ８は独立して水素またはメチルであり、
Ｗ＋は、－Ｓ＋Ｒ３－または－Ｎ＋Ｒ２Ｒ３－であり、
Ｗ－は、
【００３７】
【化１１】

【００３８】
であり、
Ｙ１およびＹ２は、独立して－Ｏ－または－ＮＲ２から選ばれ、
Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ5、Ｒ6、およびＲ7は、独立して水素および炭素数１～４の直鎖ま
たは分枝鎖アルキルから選ばれ、
ｍは２または３であり、そしてｎは１～５である）から選ばれる。
【００３９】
　「両性イオン性」とは、陽イオンおよび陰イオン置換基を等しい割合で含有して分子の
総括の電荷が正味の中性になるような分子を意味する。
【００４０】
　本発明の両性イオン性共重合体またはコオリゴマーは、例えば、
【００４１】

【化１２】

【００４２】
からなる群より選ばれる少なくとも１種の両性イオン性単量体に由来する単量体単位を含
む。
【００４３】
　両イオン性単量体は、分子が電気的に正味の総括的中性になるように陽イオンおよび陰
イオン性官能基を等しい割合で含有する重合可能な分子である。その例は、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アクリロイルオキシエチル－Ｎ－（３－スルホプロピル）－アン
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モニウムベタイン、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アクリロイルオキシエチル－Ｎ－（２－カルボキシメチル）－ア
ンモニウムベタイン、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アクリルアミドプロピル－Ｎ－（３－スルホプロピル）－アンモ
ニウムベタイン、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アクリルアミドプロピル－Ｎ－（２－カルボキシメチル）－アン
モニウムベタイン、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－メタクリロイルオキシエチル－Ｎ－（３－スルホプロピル）－ア
ンモニウムベタイン、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－メタクリルアミドプロピル－Ｎ－（３－スルホプロピル）－アン
モニウムベタイン、
２－（メチルチオ）エチルメタクリロイル－Ｓ－（スルホプロピル）－スルホニウムベタ
イン、
２－[（２－アクリロイルエチル）ジメチルアンモニオ]エチル２－メチルホスフェート、
２－（アクリロイルオキシエチル）－２’（トリメチルアンモニウム）エチルホスフェー
ト、
[（２－アクリルオキシエチル）ジメチルアンモニオ]メチルホスホン酸、
２－メタクリロイルオキシエチルホスホリルコリン（ＭＰＣ）、
２－[（３－アクリルアミドプロピル）ジメチルアンモニオ]エチル２’－イソプロピルホ
スフェート（ＡＡＰＩ）、
１－ビニル－３－（３－スルホプロピル）イミダゾリウムヒドロキシド、
（２－アクリルオキシエチル）カルボキシメチルメチルスルホニウムクロリド、
１－（３－スルホプロピル）－２－ビニルピリジニウムベタイン、
Ｎ－（４－スルホブチル）－Ｎ－メチル－Ｎ，Ｎ－ジアリルアミンアンモニウムベタイン
（ＭＤＡＢＳ）、
Ｎ，Ｎ－ジアリル－Ｎ－メチル－Ｎ－（２－スルホエチル）アンモニウムベタイン、など
である。
【００４４】
　本発明の両イオン性共重合体またはコオリゴマーは、例えば、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アクリロイルオキシエチル－Ｎ－（３－スルホプロピル）－アン
モニウムベタイン、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アクリルアミドプロピル－Ｎ－（２－カルボキシメチル）－アン
モニウムベタイン、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－メタクリロイルオキシエチル－Ｎ－（３－スルホプロピル）－ア
ンモニウムベタイン、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－メタクリルアミドプロピル－Ｎ－（３－スルホプロピル）－アン
モニウムベタイン、
２－（メチルチオ）エチルメタクリロイル－Ｓ－（スルホプロピル）－スルホニウムベタ
イン、
２－[（２－アクリロイルエチル）ジメチルアンモニオ]エチル２－メチル、
２－（アクリロイルオキシエチル）－２’（トリメチルアンモニウム）エチルホスフェー
ト、および、
[（２－アクリロイエチル）ジメチルアンモニオ]メチルホスホン酸、
からなる群より選ばれる少なくとも１種の両性イオン性単量体に由来する単量体単位を含
む。
【００４５】
　例えば、本発明の両性イオン性共重合体またはコリゴマーは、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アクリアクリロイルオキシエチル－Ｎ－（３－スルホプロピル）
アンモニウムベタイン、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－アクリルアミドプロピル－Ｎ－（２－カルボキシメチル）アンモ
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Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－メタクリロイルオキシエチル－Ｎ－（３－スルホプロピル）アン
モニウムベタイン、および
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－メタクリルアミドプロピル－Ｎ－（３－スルホプロピル）アンモ
ニウムベタイン、
からなる群より選ばれる少なくとも１種の両性イオン性単量体に由来する単量体単位を含
む。
【００４６】
　例えば、本発明の両性イオン性単量体は、
【００４７】
【化１３】

【００４８】
である、
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－メタクリルアミドプロピル－Ｎ－（３－スルホプロピル）アンモ
ニウムベタイン、および
Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－メタクリロイルオキシエチル－Ｎ－（３－スルホプロピル）アン
モニウムベタイン、
からなる群より選ばれる。
【００４９】
　本発明の両性イオン性単量体は、米国特許６３１３２４６に記載の方法に従って製造さ
れる。
【００５０】
　それらは、次の一般的反応工程式に従って適当な有機溶媒中において適当な温度および
反応時間で製造される。
【００５１】
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【化１４】

【００５２】
　上記の合成反応工程式において、Ｘは、アミン反応体の求核性窒素によって置換されう
る任意の脱離基である。例えば、Ｘはハロゲン、トシレート、メシレートなどであってよ
い。Ｍ＋は、正の対イオン、例えば、ナトリウムまたはカリウムのような金属イオンであ
る。Ｙは先にＹ１またはＹ2について規定され、そしてｐは１または２である。
【００５３】
　ヒドロキシ官能性単量体は、例えば、ヒドロキシアルキルアクリレート、メタクリレー
ト、アクリルアミド、メタクリルアミド、Ｎ－置換アクリルアミドもしくはＮ－置換（メ
タ）アクリルアミドであり；または、芳香族、脂肪族もしくは脂環式ポリオールのモノア
クリレートもしくはモノメタクリレートである。
【００５４】
　例えば、ヒドロキシ官能性単量体は、メチロール、２－ヒドロキシエチル、２－もしく
は３－ヒドロキシプロピル、または２－、３－もしくは４－ヒドロキシブチルアクリレー
ト、メタクリレート、アクリルアミド、メタクリルアミド、Ｎ－メチルアクリルアミド、
Ｎ－メチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソプロピル（メタ）アクリルアミド、ジアセ
トンアクリルアミド、もしくはＮ－モルホリノアクリルアミドであり、あるいは、芳香族
、脂肪族もしくは脂環式ポリオールのモノアクリレートもしくはモノメタクリレートであ
る。
【００５５】
　芳香族ポリオールは、典型的には、ヒドロキノン、４，４’－ジヒドロキシジフェニル
、２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパンおよびクレゾールである。
【００５６】
　脂肪族および脂環式ポリオールは、例えば、炭素数２～１２のアルキレンポリオールで
あって、エチレングリコール、１，２－もしくは１，３－プロパンジオール、１，２－、
１，３－もしくは１，４－ブタンジオール、ペンタンジオール、ヘキサンジオール、オク
タンジオール、ドデカンジオール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、１
，３－シクロペンタンジオール、１，２－、１，３－もしくは１，４－シクロヘキサンジ



(13) JP 4461140 B2 2010.5.12

10

20

30

40

50

オール、１，４－ジヒドロキシメチルシクロヘキサン、グリセロール、トリス（β－ヒド
ロキシエチル）アミン、トリメチロールエタン、トリメチロールプロパン、ペンタエリス
リトール、ジペンタエロスリトール、トリペンタエリスリトール、およびソルビトールを
包含する。
【００５７】
　例えば、本発明のヒドロキシ官能性単量体は、Ｎ－メチロールアクリルアミド、Ｎ－メ
チロールメタクリルアミド、Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル）アクリルアミド、Ｎ－（２
－ヒドロキシプロピル）メタクリルアミド、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒ
ドロキシエチル（メタ）アクリレート（ＨＥＭＡ）、２－ヒドロキシプロピルアクリレー
ト、アクリル酸３－ヒドロキシプロピル、ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、ヒ
ドロキシブチルアクリレート、ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート、ブタンジオール
モノビニルエーテル、アリルアルコール、グリセロールモノ（メタ）アクリレート、ネオ
ペンチルグリコールモノアクリレート、ヘキサメチレングリコールモノアクリレート、ビ
スフェノールＡモノアクリレート、４－（２－アクリロイルオキシエトキシ）－４’－ヒ
ドロキシエトキシジフェニルプロパン、２－（２－アクリロイルエチル）－４，６－ビス
－（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、トリメチロールプロパンモノアクリレート、
トリメチロールエタンモノアクリレート、トリメチロールプロパンモノメタクリレート、
トリメチロールエタンモノメタクリレート、テトラメチレングリコールモノメタクリレー
ト、トリエチレングリコールモノメタクリレート、テトラエチレングリコールモノアクリ
レート、ペンタエリスリトールモノアクリレート、ペンタエリスリトールモノビニルエー
テル、ジペンタエリスリトールモノアクリレート、トリペンタエリスリトールモノアクリ
レート、１，３－ブタンジオールモノメタクリレート、１，３－ブタンジオールモノメタ
クリレート、ソルビトールモノアクリレート、ペンタエリスリトール変性モノアクリレー
ト、または１－ヒドロキシ－４－シクロヘキサンアクリレートである。
【００５８】
　例えば、本発明のヒドロキシ官能性単量体は、Ｎ－メチロールアクリルアミド、Ｎ－メ
チロールメタクリルアミド、Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル）アクリルアミド、Ｎ－（２
－ヒドロキシプロピル）メタクリルアミド、アクリル酸２－ヒドロキシエチル、（メタ）
アクリル酸２－ヒドロキシエチル（ＨＥＭＡ）、アクリル酸ヒドロキシプロピル、（メタ
）アクリル酸ヒドロキシプロピル、アクリル酸ヒドロキシブチル、（メタ）アクリル酸ヒ
ドロキシブチル、ブタンジオールモノビニルエーテル、アリルアルコール、またはグリセ
ロールモノ（メタ）アクリレートである。
【００５９】
　例えば、本発明のヒドロキシ官能性単量体は、Ｎ－メチロールアクリルアミド、Ｎ－（
２－ヒドロキシプロピル）メタクリルアミド、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシエチル
（ＨＥＭＡ）、またはグリセロールモノ（メタ）アクリレートである。
【００６０】
　例えば、本発明のヒドロキシ官能性単量体は、Ｎ－メチロールアクリルアミドである。
【００６１】
　エーテル化ヒドロキシ官能性単量体は、１つ以上のヒドロキシ基が、例えば炭素数１～
８のアルキル、フェニル、または炭素数７～１７のアラルキルによって“エーテル化”さ
れる（ヒドロキシの水素が置換される）場合である。例えば、本発明のヒドロキシ官能性
単量体は、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、ｔ－ブチルもしくはベンジル
で、またはそれらの混合物によってエーテル化することができる。１つよりも多くの水素
が存在するときには、ヒドロキシ官能性単量体は完全または部分エーテル化することがで
きる。
【００６２】
　例えば、本発明の両性イオン性共重合体またはコオリゴマーは、ヒドロキシ官能性単量
体に由来する単量体単位を含む。
【００６３】
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　エーテル化ヒドロキシ官能性単量体は、両性イオン性共重合体およびコオリゴマーの製
造条件下に、またはインキジェット媒体の製造に係わる他の条件下にヒドロキシ官能性単
量体を形成することができる。他の点では、エーテル化ヒドロキシ官能性単量体は、本発
明の構成物においてヒドロキシ官能性単量体と同様に機能することができる。
【００６４】
　アルキルは、例えば、メチル、エチル、ｎ－プロピル、ｉ－プロピル、ｎ－、ｓｅｃ－
、ｉ－、およびｔ－ブチル、２－エチルブチル、ｎ－ペンチル、イソペンチル、１－メチ
ルペンチル、１，３－ジメチルブチル、ｎ－ヘキシル、１－メチルヘキシル、ｎ－ヘプチ
ル、イソヘプチル、１，１，３，３－テトラメチルブチル、１－メチルヘプチル、３－メ
チルヘプチル、ｎ－オクチル、または２－エチルヘキシルである。アルキレンは、アルキ
ルの二価同等物である。
【００６５】
　アラルキルは、例えば、ベンジル、α－メチルベンジル、α，α－ジメチルベンジル、
または２－フェニルエチルである。アラルキレンは、アラルキルの二価同等物である。
【００６６】
　更なるエチレン性不飽和単量体は、例えば、アクリルアミド、メタクリルアミド、Ｎ－
メタクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソプロピル（メタ
）アクリルアミド、Ｎ－ビニルホルムアミド、Ｎ－ビニルアセトアミド、Ｎ－ビニル－Ｎ
－メチルアセトアミド、Ｎ－ビニル－２－ピロリドン、ビニルメチルスルホン、酢酸ビニ
ル、ジアセトンアクリルアミド、およびメタクリル酸メチルのようなアクリレート、アク
リル酸、アミノアクリレート、およびアミノメタクリレート、ならびに関連単量体である
。アミノメタクリレートは、例えば、ジメチルアミノエチルメタクリレートおよびｔ－ブ
チルアミノエチルメタクリレートである。関連化合物は、例えば、ステアリルエトキシ（
２０）メタクリレートおよびステアリルエトキシ（１０）アリルエーテル、ポリ（エチレ
ングリコール）（メタ）アクリレート、またはポリ（エチレングリコール）モノメチルエ
ーテルモノ（メタ）アクリレートである。
【００６７】
　本発明の更なるエチレン性不飽和単量体は、例えば、アクリルアミド、メタクリルアミ
ド、メタクリル酸メチル、アクリル酸、ステアリルエトキシ（２０）メタクリレート、ス
テアリルエトキシ（１０）アリルエーテル、ポリ（エチレングリコール）（メタ）アクリ
レート、ポリ（エチレングリコール）モノメチルエーテルモノ（メタ）アクリレート、ア
ミノアクリレート、およびアミノメタクリレートである。
【００６８】
　例えば、本発明の更なるエチレン性不飽和単量体は、アクリルアミド、メタクリルアミ
ド、およびメタクリル酸メチルからなる群より選ばれる。
【００６９】
　両性イオン性重合体では、それらの鎖内の重合体鎖およびセグメントはすべて、厳密に
電気的中性である。従って、両性イオン性重合体は、すべての重合体鎖およびセグメント
を横切って必ず電荷を中性に維持する部分集合の高分子両性電解質に相当する。何故なら
ば、陰イオン電荷および陽イオン電荷の両方が同じ両性イオン性単量体内に導入されるか
らである。
【００７０】
　本発明の共重合体またはコオリゴマーは、例えば、米国特許６３１３２４６に開示され
るようにして製造される。それらは、例えば、分散相内での重合、例えば、逆乳化重合ま
たは分散重合によって製造することができる。また、これらは、重合体生成物を乾燥粉末
として製造するためのゲル重合によっても製造することができる。
【００７１】
　本発明の両性イオン性共重合体またはコオリゴマーは、任意の分子量を有してよい。そ
れらは、例えば、約１０，０００～約２百万の分子量を有することができる。
【００７２】
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　本発明の両性イオン性共重合体またはコオリゴマーは、インクジェットインク記録媒体
の任意の層において有利に使用される。それらは、１つのコーティング層に、1つよりも
多くの層に、または層のすべてにおいて使用することができる。
【００７３】
　支持体それ自体は、インクジェットインク受理性層であってよい。この場合には、両性
イオン性共重合体またはコオリゴマーは、支持体の上に直接あるコーティングとして有利
に使用される。
【００７４】
　従って、本発明の目的は、支持体の上に直接あるコーティングを含むインクジェット媒
体であって、該コーティングが本発明の両性イオン性共重合体またはコオリゴマーを含む
インクジェット媒体である。
【００７５】
　本発明のインクジェット媒体は、１つまたは１つよりも多くのインク受理性層を含むこ
とができる。本発明の両性イオン性共重合体またはコオリゴマーは、１つまたは１つより
も多くの受理性層において有利に使用することができる。
【００７６】
　従って、本発明の他の目的は、支持体と少なくとも１つのインクジェットインク受理性
層とを含むインクジェット媒体であって、該層のうちの１つまたは１つよりも多くが本発
明の両性イオン性共重合体またはコオリゴマーを含むことからなるインクジェット媒体で
ある。
【００７７】
　本発明の他の目的は、支持体と、少なくとも１つのインクジェットインク受理性層と、
本発明の両性イオン性共重合体またはコオリゴマーを含む保護被膜層とを含むインクジェ
ット媒体である。
【００７８】
　本発明の他の目的は、支持体と；少なくとも１つのインクジェットインク受理性層と；
該支持体と１つまたは複数のインクジェット受理性層との間にあるバリヤ層と；を含むイ
ンクジェット媒体であって、該受理性層のうちの１つまたは１つよりも多くが本発明の両
性イオン性共重合体またはコオリゴマーを含むインクジェット媒体である。
【００７９】
　また、本発明の両性イオン性共重合体またはコオリゴマーは、インクジェットインクの
成分として有利に使用することも企図されている。
【００８０】
　従って、本発明の他の目的は、インクジェットインクと本発明の両性イオン性共重合体
またはコオリゴマーとを含むインクジェット媒体である。
【００８１】
　支持体は、例えば、紙または透明プラスチックである。また、支持体として、半透明プ
ラスチック、艶消プラスチック、不透明プラスチック、紙なども挙げられる。
【００８２】
　支持体は、例えば、セルロースエステル、酢酸セルロース、ポリエステル、ポリスチレ
ン、ポリエチレン、ポリ（酢酸ビニル）、ポリプロピレン、カーボネート、ポリメタクリ
ル酸、ならびにメチルおよびエチルエステル、ナイロンのようなポリアミド、ポリ（エチ
レンテレフタレート）（ＰＥＴ）のようなポリエステル、ポリイミド、ポリエーテル、ポ
リ塩化ビニル、およびポリスルホンアミドであってよい。
【００８３】
　バリヤ層は、紙支持体とインク受理性層との間で有利に使用される。バリヤ層は、例え
ば、ポリオレフィン、例えばポリエチレンである。また、バリヤ層は、アルミニウム箔の
ような金属箔であってもよい。
【００８４】
　本発明の両性イオン性共重合体またはコオリゴマーを含むコーティング層は、任意の慣
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用技術で硬化される。例えば、本発明のコーティング層は、周囲条件下に風乾硬化され、
オーブン硬化され、または光硬化される。
【００８５】
　本発明の両性イオン性共重合体またはコオリゴマーは、インクジェット媒体で使用され
る広範囲の様々な重合体またはオリゴマー、例えば、中性、陰イオン性および陽イオン性
ポリビニルアルコール（ＰＶＯＨ）、ならびにゼラチンと混合することができる。
【００８６】
　インクジェット媒体で典型的に使用されそしてインク受理性層で一般的に使用される重
合体としては、ゼラチン、でんぷん、スチレンブタジエンゴムラテックス、ニトリルブタ
ジエンゴムラテックス、ポリエチレングリコール、ポリアクリルアミド、ポリビニルアル
コール、ビニルアルコール／酢酸ビニル共重合体、メチルセルロース、ヒドロキシメチル
セルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ヒド
ロキシプロピルエチルセルロース、ヒドロキシメチルセルロース、カルボキシメチルセル
ロース、およびポリ（Ｎ－ビニルピロリドン）が挙げられる。
【００８７】
　本発明の両性イオン性共重合体およびコオリゴマーは、陽イオン性重合体、例えば、ジ
アルキルアミノアルキルアクリレートおよびメタクリレートの四級もしくは酸塩、ジアル
キルアミノアルキルアクリルアミドおよびメタクリルアミドの四級もしくは酸塩、Ｎ，Ｎ
－ジアリルジアルキルアンモニウムハライド、マンニッヒ生成物などから選ばれる１種以
上の単量体に由来する陽イオン性重合体と一緒に有利に使用される。代表的なものは、Ｎ
，Ｎ－ジメチルアミノエチルアクリレートメチルクロリド四級塩（ＤＭＡＥＡ．ＭＣＱ）
、ジアリルジメチルアンモニウムクロリド（ＤＡＤＭＡＣ）などである。
【００８８】
　本発明のインクジェット媒体およびコーティングには、他の適当な成分を存在させても
よい。
【００８９】
　追加の成分としては、例えば、顔料および充填剤、例えば非晶質および結晶質シリカ、
アルミニウム三水和物、カオリン、タルク、チョーク、ベントナイト、ゼオライト、ガラ
スビ－ズ、炭酸カルシウム、カリウムナトリウムアルミニウムシリケート、珪藻土、アル
ミニウムおよびマグネシウムのシリケート、ならびにそれらの混合物が挙げられる。また
、ある種の用途には酸化チタンを使用することもできる。使用することができる有機粒状
物としては、ポリオレフィン、ポリスチレン、ポリウレタン、でんぷん、ポリ（メタクリ
ル酸メチル）、およびポリテトラフルオルエチレンが挙げられる。本発明のコーティング
層には、乾燥コーティングの重量を基にして顔料、充填剤および有機粒状物を約０．１～
約１５重量％使用することができる。ポリオレフィンは、例えば、ポリプロピレンまたは
ポリエチレンである。
【００９０】
　本発明の両性イオン性共重合体またはコオリゴマーは、ナノ多孔質または微孔質インク
ジェット媒体のバインダーまたはバインダーの一部分として有利に使用することができる
。当技術分野において知られているように、バインダーは、コーティング層の少量、例え
ば約４０重量％未満、例えば約２５重量％未満または約１０重量％未満に相当することが
できる。
【００９１】
　紙基材は、例えば、クレー(clay)で有利に塗被される。
【００９２】
　また、追加の添加剤として、コーティング混合物の湿潤または塗布作用を制御する界面
活性剤、帯電防止剤、シックナー、懸濁剤、摩擦特性を制御しまたは反射特性を変更しま
たはスペーサーとして作用する粒状物、ｐＨ調整用化合物、光安定剤、酸化防止剤、保湿
剤、殺菌剤、架橋剤、蛍光増白剤などが挙げられる。
【００９３】
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　具体的な例は、でんぷん、キサンタンガム、四級アンモニウム塩、キチン、セルロース
誘導体、および水溶性金属塩、例えば、Ｃａ、Ｂａ、Ｍｇの塩、または希土類金属系列の
塩である。
【００９４】
　インクの着色剤のために安定剤が開発されている。これらの安定剤は、本発明のインク
ジェット媒体にも使用される。これらは、例えば、米国特許５，７８２，９６３および５
，８５５，６５５に開示されている。それらの関連する開示を参照によって本明細書に組
み入れる。
【００９５】
　インクジェット媒体のコーティング層の成分として有利に使用される追加の添加剤とし
ては、重合体安定剤の公知の群のものが挙げられる。例えば、紫外線吸収剤、ヒンダード
アミン光安定剤（ＨＡＬＳ）および酸化防止剤からなる群より選ばれる重合体安定剤が挙
げられる。
【００９６】
　例えば、好適な追加の添加剤は、
　アルキル化モノフェノール、アルキルチオメチルフェノール、ヒドロキノン、およびア
ルキル化ヒドロキノン、トコフェロール、ヒドロキシル化チオジフェニルエーテル、アル
キリデンビスフェノール、ベンジル化合物に由来するヒンダードフェノール、ヒドロキシ
ベンジル化マロネート、芳香族ヒドロキシベンジル化合物、トリアジン基材のヒンダード
フェノール、ベンジルホスホネート、アシルアミノフェノール、β－（３，５－ジ－ｔ－
ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸と一価または多価アルコールとのエステ
ル、β－（５－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）プロピオン酸と一価
または多価アルコールとのエステル、β－（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシ
フェニル）ピロピオン酸と一価または多価アルコールとのエステル、３，５－ジ－ｔ－ブ
チル－４－ヒドロキシフェニル酢酸と一価または多価アルコールとのエステル、β－（３
，５－ジ－ｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）ピロピオン酸のアミド、アスコルビン
酸、およびアミン系酸化防止剤、例えば、Ｎ，Ｎ’－ジイソプロピル－ｐ－フェニレンジ
アミンからなる群より選ばれる酸化防止剤、
から選ばれる。
【００９７】
　酸化防止剤は、例えば、フェノール系酸化防止剤、例えばヒドロキシ置換安息香酸の塩
、例えばサリチル酸の塩、およびヒドロキシ置換安息香酸（アルキル基で更に置換される
）の塩である。
【００９８】
　ＵＶ吸収剤および光安定剤は、例えば、２－（２－ヒドロキシフェニル）－２Ｈ－ベン
ゾトリアゾール、例えば公知の市販ヒドロキシフェニル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２
－ヒドロキシベンゾフェノン、置換および非置換安息香酸のエステル、例えば４－ｔ－ブ
チル－フェニルサリチレート、アクリレートおよびマロネート、オキサミド、トリス－ア
リール－ｏ－ヒドロキシフェニル－ｓ－トリアジン、および立体障害アミン安定剤、例え
ばＮ－Ｈ、Ｎ－アシル、Ｎ－オキシル、Ｎ－ヒドロキシル、Ｎ－アルキル、Ｎ－アルコキ
シ、およびＮ－ヒドロキシアルコキシヒンダードアミンからなる群より選ばれる。
【００９９】
　例えば、米国特許６，２５４，７２４に開示されるようなニトロキシル、ヒドロキシル
アミンおよびヒドロキシルアミン塩安定剤は、本発明の記録媒体において有利に使用され
る。米国特許６２５４７２４の関連部分を参照によって本明細書に組み入れる。
【０１００】
　例えば、ＵＶ吸収剤は、本発明の保護被膜層において、該保護被膜層が製造された記録
媒体の一部分であるかどうか、またはそれが後続の積層工程で適用されるかどうかで有利
に使用される。
【０１０１】
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　本発明の他の目的は、支持体上に１つ以上のコーティング層を適用することを含むイン
クジェット媒体の製造法であって、該コーティング層のうちの少なくとも１つが本発明の
両性イオン性共重合体またはコオリゴマーを含むことからなる製造法である。
【０１０２】
　本発明のインクジェット媒体の個々のコーティング層の適用では、任意の公知の方法を
使用することができる。公知の方法は、例えば、マイヤーバー塗布、リバースロール塗布
、ローラー塗布、ワイヤバー塗布、浸漬塗布、エアナイフ塗布、スライド塗布、カーテン
塗布、ナイフ塗布、フレキソ塗布、巻ワイヤ塗布、スロット塗布、スライドホッパー塗布
およびグラビア塗布である。
【０１０３】
　インクジェット印刷のためのインクは周知である。これらのインクは、液体ビヒクルと
、その中に溶解または懸濁された染料または顔料とを含む。使用される液体ビヒクルは、
水、または水と水混和性有機溶媒との混合物を含む。また、インクは、記録媒体に配合し
ようとする添加剤または他の成分のためのビヒクルであってもよい。
【０１０４】
　保護塗膜層は、典型的には約１ミクロン厚である。支持体は、典型的には約１２ミクロ
ン～約５００ミクロン厚である。インク受理性層は、典型的には約０．５～約３０ミクロ
ン厚である。
【０１０５】
　次の実施例は例示の目的だけのためのものであり、いかなる態様でも本発明を限定する
ものと解釈すべきでない。
【０１０６】
　本実施例は、本発明に従って製造したインクジェット媒体の優れた乾燥時間および印刷
品質を立証するものである。
【０１０７】
　次の媒体樹脂組成物を調製する。共重合体は、重合体水溶液である。
【０１０８】
Ａ．６０／２５／１５重量部アクリルアミド／メトキシＰＥＧ３５０メタクリレート／Ｎ
，Ｎ－ジメチル－Ｎ－メタクリロイルオキシエチル－Ｎ－（３－スルホプロピル）アンモ
ニウムベタイン共重合体、水中において２０重量％固形分で調製、分子量約２５０，００
０（ＷＯ０３０３７６４１の実施例１）
【０１０９】
Ｂ．６０／２５／１５／２．５重量部アクリルアミド／メトキシＰＥＧ３５０メタクリレ
ート／Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－メタクリロイルオキシエチル－Ｎ－（３－スルホプロピル
）アンモニウムベタイン／Ｎ－メチロールアクリルアミド共重合体、水中において３０重
量％固形分で調製、分子量約１９０，０００
【０１１０】
Ｃ．６０／２５／１５／２．５重量部アクリルアミド／メトキシＰＥＧ３５０メタクリレ
ート／Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－メタクリロイルオキシエチル－Ｎ－（３－スルホプロピル
）アンモニウムベタイン／Ｎ－メチロールアクリルアミド共重合体、水中において２０重
量％固形分で調製、分子量約２５０，０００
【０１１１】
Ｄ．６０／２５／１５／１．０重量部アクリルアミド／メトキシＰＥＧ３５０メタクリレ
ート／Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－メタクリロイルオキシエチル－Ｎ－（３－スルホプロピル
）アンモニウムベタイン／Ｎ－メチロールアクリルアミド共重合体、水中において３０重
量％固形分で調製、分子量約１９０，０００
【０１１２】
Ｅ．６０／２５／１５／５．０重量部アクリルアミド／メトキシＰＥＧ３５０メタクリレ
ート／Ｎ，Ｎ－ジメチル－Ｎ－メタクリロイルオキシエチル－Ｎ－（３－スルホプロピル
）アンモニウムベタイン／Ｎ－メチロールアクリルアミド共重合体、水中において３０重
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量％固形分で調製、分子量約１９０，０００
【０１１３】
　ＰＥＧは、ポリエチレングリコールである。
【０１１４】
　本発明の樹脂であるＢ－Ｅは、樹脂Ａと同様にして製造される。
【０１１５】
　樹脂の供給される固形分％に応じて次の媒体樹脂配合物を調製する。
【０１１６】
【表１】

【０１１７】
　登録商標「Ｌｏｄｙｎｅ　Ｓ－１００」は、両性フルオロ界面活性剤である。
【０１１８】
　１組の上記配合物を５．５～６．０の未調整ｐＨで使用する。別の１組の配合物をクエ
ン酸で３．５～４．０の最終ｐＨに調整する。
【０１１９】
　適当なドローダウンバーを使用して、上記の媒体重合体の水溶液／懸濁液をポリエチレ
ン塗被紙シートに適用して、オーブン中で２３０°Ｆで３分乾燥した後に、１５gsm（ｇ/
m2）コーティングを生成する。どちらのｐＨ範囲の配合物について、同じコーティング重
量および乾燥条件が使用される。
【０１２０】
　その塗被紙に種々の色柄模様を印刷し、そして使用するプリンターのタイプに応じて、
使用するインクのタイプに重要な特性を測定するように設計された特定の試験を行う。す
べての印刷は、２３℃および３２％相対湿度の周囲条件で行われる。
【０１２１】
　媒体樹脂が良好なグリコール相容性を有するときには、グリコール汚れが減少され、同
様に媒体はより良好な色融合性を示す。
【０１２２】
　エプソンプリンターは圧電プリンターである。ヒューレットパッカードプリンターは感
熱プリンターである。
【０１２３】
実施例１
　ヒューレットパッカード９９０ｃｘｉプリンターを使用して、２００％濃度で青色パッ
チを印刷する。コーティングの性能は、乾燥時間およびグリコール汚れ耐性によってレー
トを付ける。印刷したコーティングが低圧摩擦試験（親指の圧力）による物理的変形耐性
になるまでの時間を“乾燥時間”として記録する。
【０１２４】
　グリコール汚れは、試料が乾燥した後に測定される。特定の時間間隔（印刷から）後、
僅かに大きい親指の圧力を適用して色に汚れを生じさせる。０～５のレーティング方式を
使用してグリコール汚れの激しさを評価する。結果は以下に示される。
【０１２５】
０＝汚れが全くなし、１＝極めて僅か、２＝僅か、３＝目につく、４＝容易に目につく、
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【０１２６】
【表２】

【０１２７】
　本発明の樹脂は、優れたグリコール汚れ結果を示す。また、乾燥時間も極めて良好であ
る。
【０１２８】
実施例２
　エプソン８９０プリンター（圧電プリンター）を使用して、ステップウエッジプロット
（１０％、２０％などの増大する印刷濃度を有する一連のカラーブロック）を印刷し、そ
してコーティングの性能を乾燥時間（乾燥時間後の時間および画像転写に対する耐汚れ性
）、および印刷品質（二次色に対するインク融合）によって判断する。
【０１２９】
　試験プロットの中央にあるステップウエッジを使用して融合および画像転写をレート付
けする。例えば、緑色において５０％～１００％の印刷濃度でインクの融合が生じるなら
ば、その結果は５０％＋と報告される。最小限のインク融合が望ましい。同様に、画像転
写について言えば、ステップウエッジの１００％印刷濃度部分だけが転写するならば、こ
れは、５０％＋印刷濃度で転写する場合よりも良好な結果である。
【０１３０】
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【表３】

【０１３１】
　どの試料でも、赤色では融合はほとんど見られない。緑色および青色は最悪の場合であ
る。
【０１３２】
　本発明の樹脂は、最小限の画像転写および／またはインク融合を示す。
【０１３３】
実施例３　光安定性
　ＨＰ９７０ＣｘｉおよびＥｐｓｏｎ８９０プリンターを使用して塗被紙に５０％および
１００％光学濃度の両方で黄色、赤紫色および青色の色彩スクエアを印刷する。次いで、
Atlas Ci65 Xenon Weather O meter（内部および外部ボロシリケートフィルター）におい
て５０℃、５０％ＲＨ、３４０nmでの輻射照度０．３５wm2で４８および９６時間の暴露
前後にＬ、ａ、ｂ色彩濃度および光学濃度値を記録する。すべての試料は同等に満足に機
能を果たした。
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